
21 連番 02_落款 03 らっかん

1 月癡老人爲一筆 ゐいつ

2 月癡老人爲一筆 ゐいつ

3 月癡老人爲一筆 ゐいつ

4 月癡老人爲一筆 ゐいつ

5 月癡老人爲一筆 ゐいつ

6 月癡老人爲一筆 ゐいつ

7 月癡老人爲一筆 ゐいつ

8 月癡老人／爲一筆 ゐいつ

9 月癡老人爲一筆 ゐいつ

10 月癡老人爲一筆 ゐいつ

11 月癡老人爲一筆 ゐいつ

12 月癡老人爲一筆 ゐいつ

13 月癡老人爲一筆 ゐいつ

14 月癡老人爲一筆 ゐいつ

15 月癡老人爲一筆 ゐいつ

16 月癡老人爲一筆 ゐいつ

17 月癡老人／爲一筆 ゐいつ

18 月癡老人爲一筆 ゐいつ

19 月癡老人爲一筆 ゐいつ

20 月癡老人爲一筆 ゐいつ

21 月癡老人爲一筆 ゐいつ

22 月癡老人爲一筆 ゐいつ

23 月癡老人爲一筆 ゐいつ

24 月癡老人爲一筆 ゐいつ

25 月癡老人爲一筆 ゐいつ

26 月癡老人爲一筆 ゐいつ

27 月癡老人爲一筆 ゐいつ

28 月癡老人爲一筆（1760-1849）ゐいつ

29 月癡老人爲一筆 ゐいつ

30 月癡老人爲一筆（1760-1849）ゐいつ

31 月癡老人／爲一筆 ゐいつ

32 月癡老人爲一筆 ゐいつ

33 月癡老人爲一筆（1760-1849）*ゐいつ

34 月癡老人爲一筆（1760-1849）*ゐいつ

35 月癡老人爲一筆 ゐいつ

36 月癡老人爲一筆 ゐいつ

37 月癡老人爲一筆 ゐいつ

38 無款（爲一） ゐいつ

39 月癡老人爲一筆 ゐいつ

40 月癡老人爲一筆 ゐいつ



41 月癡老人爲一筆 ゐいつ

42 月癡老人爲一筆 ゐいつ

43 月癡老人爲一筆 ゐいつ

44 月癡老人爲一筆 ゐいつ

45 月癡老人爲一筆 ゐいつ

46 月癡老人爲一筆 ゐいつ

47 月癡老人爲一筆 ゐいつ

48 月癡老人爲一筆 ゐいつ

49 月癡老人爲一筆 ゐいつ

50 月癡老人／爲一筆 ゐいつ

51 月癡老人爲一筆 ゐいつ

52 月癡老人爲一筆 ゐいつ

53 月癡老人爲一筆 ゐいつ

54 月癡老人爲一筆 ゐいつ

55 月癡老人爲一筆 ゐいつ

56 月癡老人爲一筆 ゐいつ

57 月癡老人爲一筆 ゐいつ

58 月癡老人爲一筆 ゐいつ

59 月癡老人爲一筆 ゐいつ

60 月癡老人爲一筆 ゐいつ

61 月癡老人爲一筆 ゐいつ

62 月癡老人爲一筆 ゐいつ

63 月癡老人爲一筆 ゐいつ

64 月癡老人爲一筆 ゐいつ

65 月癡老人爲一筆 ゐいつ

66 月癡老人爲一筆 ゐいつ

67 月癡老人爲一筆 ゐいつ

68 月癡老人爲一筆 ゐいつ

69 月癡老人爲一筆 ゐいつ

70 月癡老人爲一筆 ゐいつ

71 月癡老人爲一筆 ゐいつ

72 月癡老人爲一筆 ゐいつ

73 月癡老人爲一筆 ゐいつ

74 月癡老人爲一筆 ゐいつ

75 月癡老人爲一筆 ゐいつ

76 月癡老人爲一筆 ゐいつ

77 月癡老人爲一筆 ゐいつ

78 月癡老人爲一筆 ゐいつ

79 月癡老人爲一筆 ゐいつ

80 月癡老人爲一筆 ゐいつ

81 月癡老人爲一筆 ゐいつ



82 月癡老人爲一筆 ゐいつ

83 月癡老人爲一筆 ゐいつ

84 月癡老人爲一筆 ゐいつ

85 月癡老人爲一筆 ゐいつ

86 月癡老人爲一筆 ゐいつ

87 月癡老人爲一筆 ゐいつ

88 月癡老人爲一筆（1760-1849）ゐいつ

89 月癡老人爲一筆 ゐいつ

90 月癡老人爲一筆 ゐいつ

91 月癡老人爲一筆（1760-1849）ゐいつ

92 月癡老人爲一筆 ゐいつ

93 月癡老人／爲一筆 ゐいつ

94 月癡老人爲一筆 ゐいつ

95 月癡老人爲一筆 ゐいつ

96 月癡老人爲一筆 ゐいつ

97 月癡老人爲一筆 ゐいつ

98 月癡老人爲一筆 ゐいつ

99 月癡老人爲一筆 ゐいつ

100 月癡老人／爲一筆 ゐいつ

101 月癡老人爲一筆（1760-1849）ゐいつ

102 月癡老人爲一筆 ゐいつ

103 月癡老人爲一筆 ゐいつ

104 月癡老人爲一筆（1760-1849）ゐいつ

105 月癡老人爲一筆 ゐいつ

106 月癡老人爲一筆 ゐいつ

107 月癡老人／爲一筆 ゐいつ

108 月癡老人爲一筆 ゐいつ

109 月癡老人爲一筆 ゐいつ

110 月癡老人爲一筆 ゐいつ

111 月癡老人爲一筆 ゐいつ

112 月癡老人爲一筆（1760-1849）ゐいつ

113 月癡老人爲一筆（1760-1849）ゐいつ

114 月癡老人爲一筆 ゐいつ

115 月癡老人爲一筆 ゐいつ

116 月癡老人爲一筆 ゐいつ

117 月癡老人／爲一筆 ゐいつ

118 月癡老人爲一筆 ゐいつ

119 月癡老人爲一筆 ゐいつ

120 月癡老人爲一筆 ゐいつ

121 月癡老人爲一筆 ゐいつ

122 月癡老人爲一筆 ゐいつ



123 月癡老人爲一筆 ゐいつ

124 月癡老人爲一筆 ゐいつ

125 月癡老人爲一筆 ゐいつ

126 月癡老人爲一筆 ゐいつ

127 月癡老人爲一筆 ゐいつ

128 月癡老人爲一筆 ゐいつ

129 月癡老人爲一筆 ゐいつ

130 月癡老人爲一筆 ゐいつ

131 月癡老人爲一筆 ゐいつ

132 月癡老人爲一筆 ゐいつ

133 月癡老人爲一筆 ゐいつ

134 月癡老人爲一筆 ゐいつ

135 月癡老人爲一筆 ゐいつ

136 月癡老人爲一筆 ゐいつ

137 月癡老人爲一筆 ゐいつ

138 月癡老人／爲一筆 ゐいつ

139 月癡老人爲一筆 ゐいつ

140 月癡老人爲一筆 ゐいつ

141 月癡老人爲一筆 ゐいつ

142 月癡老人爲一筆 ゐいつ

143 月癡老人爲一筆* ゐいつ

144 月癡老人爲一筆 ゐいつ

145 月癡老人／爲一筆 ゐいつ

146 月癡老人爲一筆 ゐいつ

147 月癡老人爲一筆 ゐいつ

148 月癡老人爲一筆 ゐいつ

149 月癡老人爲一筆 ゐいつ

150 月癡老人爲一筆 ゐいつ

151 月癡老人爲一筆 ゐいつ

152 月癡老人爲一筆 ゐいつ

153 月癡老人爲一筆 ゐいつ

154 月癡老人爲一筆（1760-1849）ゐいつ

155 月癡老人爲一筆（1760-1849）ゐいつ

156 月癡老人爲一筆 ゐいつ

157 月癡老人爲一筆 ゐいつ

158 月癡老人爲一筆 ゐいつ

159 月癡老人爲一筆 ゐいつ

160 月癡老人爲一筆 ゐいつ

161 月癡老人爲一筆 ゐいつ

162 月癡老人爲一筆 ゐいつ

163 月癡老人爲一筆 ゐいつ



164 月癡老人爲一筆 ゐいつ

165 月癡老人爲一筆 ゐいつ

166 月癡老人爲一筆 ゐいつ

167 月癡老人爲一筆 ゐいつ

168 月癡老人爲一筆 ゐいつ

169 月癡老人爲一筆 ゐいつ

170 月癡老人爲一筆（1760-1849）ゐいつ

171 月癡老人爲一筆 ゐいつ

172 月癡老人爲一筆 ゐいつ

173 月癡老人爲一筆（1760-1849）ゐいつ

174 月癡老人爲一筆 ゐいつ

175 月癡老人爲一筆 ゐいつ

176 月癡老人爲一筆 ゐいつ

177 月癡老人爲一筆 ゐいつ

178 月癡老人爲一筆 ゐいつ

179 月癡老人爲一筆 ゐいつ

180 月癡老人爲一筆 ゐいつ

181 月癡老人爲一筆 ゐいつ

182 月癡老人爲一筆 ゐいつ

183 月癡老人爲一筆 ゐいつ

184 月癡老人爲一筆 ゐいつ

185 月癡老人／爲一筆 ゐいつ

186 月癡老人爲一筆 ゐいつ

187 月癡老人爲一筆 ゐいつ

188 月癡老人爲一筆 ゐいつ

189 月癡老人爲一筆 ゐいつ

190 月癡老人爲一筆 ゐいつ

191 月癡老人爲一筆 ゐいつ

192 月癡老人爲一筆 ゐいつ

193 月癡老人爲一筆 ゐいつ

194 月癡老人爲一筆 ゐいつ

195 月癡老人爲一筆 ゐいつ

196 月癡老人爲一筆 ゐいつ

197 月癡老人爲一筆 ゐいつ

198 月癡老人爲一筆 ゐいつ

199 月癡老人爲一筆 ゐいつ

200 月癡老人爲一筆 ゐいつ

201 月癡老人爲一筆（1760-1849）ゐいつ

202 月癡老人爲一筆（1760-1849）ゐいつ

203 月癡老人／爲一筆 ゐいつ

204 月癡老人爲一筆 ゐいつ



205 月癡老人／爲一筆 ゐいつ

206 月癡老人／爲一筆（北齋） ゐいつ

207 月癡老人爲一筆 ゐいつ

208 月癡老人爲一筆 ゐいつ

209 月癡老人爲一筆 ゐいつ

210 月癡老人爲一筆 ゐいつ

211 月癡老人爲一筆 ゐいつ

212 月癡老人爲一筆 ゐいつ

213 月癡老人爲一筆 ゐいつ

214 月癡老人爲一筆 ゐいつ

215 月癡老人爲一筆 ゐいつ

216 月癡老人爲一筆 ゐいつ

217 月癡老人爲一筆 ゐいつ

218 月癡老人爲一筆 ゐいつ

219 無款（爲一） ゐいつ

220 月癡老人／爲一筆 ゐいつ

221 月癡老人爲一筆 ゐいつ

222 月癡老人爲一筆 ゐいつ

223 月癡老人／爲一筆 ゐいつ

224 月癡老人爲一筆 ゐいつ



04 刊年 05 西暦 06 判型形態

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

角1

文政4（1821） 1821 角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政11（1828） 1828 角1

1821 1821 角1

文政11（1828） 1828 角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政11（1828） 1828 角1

文政11（1828） 1828 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

1821 1821 角1

角1



文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

1821 1821 角1

角1

1821 1821 角1

1821 1821 角1

角1

文政4（1821） 1821ｃ 角1

文政4（1821） 1821 角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4［辛巳］ 1821 角1

角1

1821 1821 角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

1821 1821 角1

角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

1821 1821 角1



1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政11（1828） 1828 角1

文政4［辛巳］ 1821 角1

角1

文政11（1828） 1828 角1

1821 1821 角1

1821 1821 角1

18281828 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政11（1828） 1828 角1

1821 1821 角1

角1

文政11（1828） 1828 角1

1821 1821 角1

1821 1821 角1

1821 1821 角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政11（1828） 1828 角1

文政11（1828） 1828 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

1821 1821 角1

角1



1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4［辛巳］ 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

1821 1821 角1

1821 1821 角1

角1

1821 1821 角1

1821 1821 角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

角1

1821 1821 角1

1828 1828 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4［辛巳］ 1821 角1

1821 1821 角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政11（1828） 1828 角1

文政11（1828） 1828 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1



文政4（1821） 1821 角1

1821 1821 角1

1821 1821 角1

角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政11（1828） 1828 角1

1821 1821 角1

文政4［辛巳］ 1821 角1

文政11（1828） 1828 角1

文政4 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

- - 角1

角1

1821 1821 角1

1821 1821 角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政11（1828） 1828 角1

文政11（1828） 1828 角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1



文政4（1821） 1821 角1

角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

角1

1821 1821 角1

1821 1821 角1

1828 1828 角1

文政4（1821） 1821 角1

1821 1821 角1

1821 1821 角1

角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

1821 1821 角1

文政4（1821） 1821 角1

角1



07 判型記号 08 外題 09 げだい

角1 元禄歌仙貝合（全36） げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ



角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 （元禄歌仙貝合） げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ



角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ



角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ



角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ



角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ

角1 元禄歌仙貝合 げんろくかせんかいあわせ



10 版元 11 ハンモト 12 内題

（無版元） 無版元 1　あこや貝

（無版元） 無版元 1　あこや貝

（無版元） 無版元 1　あこや貝

（無版元） 無版元 1　あこや貝

（無版元） 無版元 1　あこや貝

（無版元） 無版元 2　あさり貝

（無版元） 無版元 3　あし貝

（無版元） 無版元 2　あし貝　

（無版元） 無版元 3　あし貝

（無版元） 無版元 3　あし貝

（無版元） 無版元 4　あわび

（無版元） 無版元 3　あわび

（無版元） 無版元 5　いたや貝

（無版元） 無版元 5　いたや貝

（無版元） 無版元 5　いたや貝

（無版元） 無版元 5　いたや貝

（無版元） 無版元 4　いたや貝

（無版元） 無版元 5　いたや貝

（無版元） 無版元 4　いたや貝

（無版元） 無版元 6　いろ貝

（無版元） 無版元 6　いろ貝

（無版元） 無版元 6　いろ貝

（無版元） 無版元 6　いろ貝

（無版元） 無版元 6　いろ貝

（無版元） 無版元 6　いろ貝

（無版元） 無版元 5　色貝

（無版元） 無版元 7　うつせ貝

（無版元） 無版元 7　うつせ貝

（無版元） 無版元 7　うつせ貝

（無版元） 無版元 7　うつせ貝

無版元 　 無版元 7　うつせ貝

（無版元） 無版元 8　うらうつ貝

（無版元） 無版元 8　うらうつ貝

（無版元） 無版元 8　うらうつ貝

（無版元） 無版元 9　かたし貝

（無版元） 無版元 9　かたし貝

（無版元） 無版元 9　かたし貝

（無版元） 無版元 9　かたし貝

（無版元） 無版元 9　かたし貝

無版元 無版元 10　かたつかい



（無版元） 無版元 10　かたつかい

（無版元） 無版元 10　かたつかい

（無版元） 無版元 10　かたつかい

（無版元） 無版元 10　かたつかい

（無版元） 無版元 10　かたつかい

（無版元） 無版元 10　かたつかい

（無版元） 無版元 10　かたつかい

（無版元） 無版元 11　きぬた貝

無版元 無版元 11　きぬた貝

（無版元） 無版元 11　きぬた貝

（無版元） 無版元 11　きぬた貝

（無版元） 無版元 11　きぬた貝

（無版元） 無版元 11　きぬた貝

（無版元） 無版元 11　きぬた貝

（無版元） 無版元 11　きぬた貝

（無版元） 無版元 12　こかい［図版欠］

（無版元） 無版元 12　こかい

（無版元） 無版元 13　さくら貝

（無版元） 無版元 13　さくら貝

（無版元） 無版元 13　さくら貝

（無版元） 無版元 13　さくら貝

（無版元） 無版元 14　さゞへ貝

（無版元） 無版元 14　さゞへ貝

（無版元） 無版元 14　さゞへ貝

（無版元） 無版元 15　しほ貝

（無版元） 無版元 15　しほ貝

（無版元） 無版元 15　しほ貝

（無版元） 無版元 15　しほ貝

（無版元） 無版元 15　しほ貝

（無版元） 無版元 15　しほ貝

（無版元） 無版元 15　しほ貝

（無版元） 無版元 16　志ゞみ貝

（無版元） 無版元 16　志ゞみ貝

（無版元） 無版元 16　志ゞみ貝

（無版元） 無版元 16　志ゞみ貝

（無版元） 無版元 16　志ゞみ貝

（無版元） 無版元 16　志ゞみ貝

（無版元） 無版元 17　白貝

（無版元） 無版元 17　白貝

（無版元） 無版元 17　白貝

（無版元） 無版元 17　白貝



（無版元） 無版元 17　白貝

（無版元） 無版元 18　すゞめ貝

（無版元） 無版元 18　すゞめ貝

（無版元） 無版元 18　すゞめ貝

（無版元） 無版元 18　すゞめ貝

（無版元） 無版元 12　すゞめ貝

（無版元） 無版元 18　すゞめ貝

（無版元） 無版元 18　すゞめ貝

（無版元） 無版元 18　すゞめ貝

（無版元） 無版元 18　すゞめ貝

（無版元） 無版元 18　すゞめ貝

無版元 　 無版元 18　すゞめ貝

（無版元） 無版元 19　すだれ貝

（無版元） 無版元 19　すだれ貝

（無版元） 無版元 19　すだれ貝

（無版元） 無版元 19　すだれ貝

（無版元） 無版元 19　すだれ貝

（無版元） 無版元 13　すだれ貝

（無版元） 無版元 13　すたれ貝

（無版元） 無版元 19　すだれ貝

（無版元） 無版元 19　すだれ貝

（無版元） 無版元 19　すだれ貝

（無版元） 無版元 19　すだれ貝

（無版元） 無版元 19　すだれ貝

（無版元） 無版元 19　すだれ貝

無版元 　 無版元 19　すだれ貝

（無版元） 無版元 20　ちくさ貝

（無版元） 無版元 20　ちくさ貝

（無版元） 無版元 20　ちくさ貝

（無版元） 無版元 20　ちくさ貝

（無版元） 無版元 20　ちくさ貝

（無版元） 無版元 20　ちくさ貝

（無版元） 無版元 21　ちとり貝

（無版元） 無版元 21　ちとり貝

（無版元） 無版元 21　ちとり貝

（無版元） 無版元 21　ちとり貝

（無版元） 無版元 21　ちとり貝

（無版元） 無版元 21　ちとり貝

（無版元） 無版元 21　ちとり貝

（無版元） 無版元 21　ちとり貝

（無版元） 無版元 21　ちとり貝



（無版元） 無版元 21　ちとり貝

（無版元） 無版元 22　なでしこ貝

（無版元） 無版元 22　なでしこ貝*

（無版元） 無版元 22　なでしこ貝

（無版元） 無版元 23　なミまかしは

（無版元） 無版元 23　なミまかしは

（無版元） 無版元 23　なミまかしは

（無版元） 無版元 23　なミまかしは

（無版元） 無版元 23　なミまかしは

（無版元） 無版元 23　なミまかしは

（無版元） 無版元 23　なミまかしハ

（無版元） 無版元 23　なミまかしハ　漕ふねの…

（無版元） 無版元 23　なミまかしハ

（無版元） 無版元 23　なミまかしハ

（無版元） 無版元 23　なミまかしハ

無版元 　 無版元 23　なミまかしハ

（無版元） 無版元 24　にしき貝

（無版元） 無版元 24　にしき貝

（無版元） 無版元 24　にしき貝

（無版元） 無版元 24　にしき貝*

（無版元） 無版元 24　にしき貝* 三芳野の…

（無版元） 無版元 24　にしき貝

（無版元） 無版元 25　花貝

（無版元） 無版元 25　花貝

（無版元） 無版元 25　花貝

（無版元） 無版元 25　花貝

（無版元） 無版元 25　花貝

（無版元） 無版元 25　花貝

（無版元） 無版元 25　花貝

（無版元） 無版元 25　花貝

（無版元） 無版元 26　はまぐり貝

（無版元） 無版元 26　はまぐり貝

（無版元） 無版元 26　はまぐり貝

（無版元） 無版元 27　ほら貝

（無版元） 無版元 27　ほら貝

（無版元） 無版元 27　ほら貝

（無版元） 無版元 28　まくら貝

（無版元） 無版元 28　まくら貝

（無版元） 無版元 28　まくら貝

（無版元） 無版元 28　まくら貝

（無版元） 無版元 28　まくら貝



（無版元） 無版元 28　まくら貝

（無版元） 無版元 28　まくら貝

（無版元） 無版元 28　まくら貝

（無版元） 無版元 29　ますほ貝　（福寿草）

（無版元） 無版元 29　ますほ貝

（無版元） 無版元 29　ますほ貝

（無版元） 無版元 29　ますほ貝

（無版元） 無版元 29　ますほ貝

（無版元） 無版元 29　ますほ貝

（無版元） 無版元 29　ますほ貝

（無版元） 無版元 29　ますほ貝

（無版元） 無版元 30　みぞ貝

（無版元） 無版元 30　みぞ貝

（無版元） 無版元 30　みぞ貝

（無版元） 無版元 30　みぞ貝

（無版元） 無版元 30　みぞ貝

（無版元） 無版元 31　みなせ貝

（無版元） 無版元 31　みなせ貝

（無版元） 無版元 31　みなせ貝

（無版元） 無版元 31　みなせ貝

（無版元） 無版元 31　みなせ貝

（無版元） 無版元 31　みなせ貝

（無版元） 無版元 31　みなせ貝

（無版元） 無版元 31　みなせ貝

（無版元） 無版元 31　みなせ貝

（無版元） 無版元 31　みなせ貝

（無版元） 無版元 31　みなせ貝

（無版元） 無版元 31　みなせ貝

（無版元） 無版元 31　みなせ貝

（無版元） 無版元 32　ミやこ貝

（無版元） 無版元 32　ミやこ貝

（無版元） 無版元 32　ミやこ貝

（無版元） 無版元 32　ミやこ貝

（無版元） 無版元 32　ミやこ貝

（無版元） 無版元 33　梅のはな貝

（無版元） 無版元 33　梅のはな貝

（無版元） 無版元 33　梅のはな貝

（無版元） 無版元 33　梅のはな貝

（無版元） 無版元 33　梅のはな貝

無版元 　 無版元 33　梅のはな貝

（無版元） 無版元 34　紫貝



（無版元） 無版元 34　紫貝

（無版元） 無版元 22　紫貝

（無版元） 無版元 34　紫貝

（無版元） 無版元 34　紫貝

（無版元） 無版元 34　紫貝

（無版元） 無版元 34　紫貝

（無版元） 無版元 34　紫貝

（無版元） 無版元 34　紫貝

無版元 無版元 34（紫）貝

（無版元） 無版元 34　紫貝

（無版元） 無版元 35　ものあら貝

（無版元） 無版元 35　ものあら貝

（無版元） 無版元 35　ものあら貝

（無版元） 無版元 35　ものあら貝

（無版元） 無版元 35　ものあら貝

無版元 　 無版元 35　ものあら貝

（無版元） 無版元 36　わすれ貝

（無版元） 無版元 36　わすれ貝

（無版元） 無版元 *　…（鶴）

（無版元） 無版元 *



13 ないだい 16 出典 17 全文

あこやがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-22

あこやがい 1982Rijksmuseum/JP3-032/030

あこやがい 1990秘蔵13-45

あこやがい 2005北齋展／東京国立博物館398

あこやがい 2013Forrer:Surimono-239

あさりがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-27

あしがい 1972欧米収蔵在外秘宝北齋001

あしがい 1979BOWIE/Surimono 003／013

あしがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-31

あしがい 1999Calza/HOKUSAI-5.07.2/252

あわび 1979Forrer+Keyes/SFJAC-23

あわび 1997千葉市美／粋人...219/113

いたやがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-21

いたやがい 1980Marais/Hokusai099/103

いたやがい 1982Rijksmuseum/JP3-031/030

いたやがい 1990秘蔵13-35

いたやがい 1997千葉市美／粋人...296a/144

いたやがい 2005北齋展／東京国立博物館405

いたやがい 2013Forrer:Surimono-238

いろがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-08

いろがい 1980Marais/Hokusai090/099

いろがい 1982Rijksmuseum/JP3-025/027

いろがい 1985KEYES/CBL-196/224

いろがい 1990秘蔵13-42

いろがい 2005北齋展／東京国立博物館401

いろがい 2013Forrer:Surimono-232

うつせがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-25

うつせがい 1998JUM3/4-021

うつせがい 1999Calza/HOKUSAI-5.07.8/253

うつせがい 2011JUM2-034

うつせがい 2014-15NAGATA/HOKUSAI, PGP-464

うらうつがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-11

うらうつがい 1998JUM3/4-023

うらうつがい 2011JUM2-035

かたしがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-24

かたしがい 1980Marais/Hokusai095/101

かたしがい 1988モ−ス葛飾北齋展185/031

かたしがい 1988秘蔵09-118

かたしがい 1999Calza/HOKUSAI-5.07.9/253

かたつかい 2012大阪市立美術館／北齋218



かたつがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-30

かたつがい 1982Rijksmuseum/JP3-034/031

かたつがい 1990秘蔵13-39

かたつがい 1997千葉市美／粋人...209/109

かたつがい 1999Calza/HOKUSAI-5.07.4/252

かたつがい 2005北齋展／東京国立博物館407

かたつがい 2013Forrer:Surimono-243

きぬたかい 1984KEYES/SpencerMuseum/Surimono-113

きぬたかい 2012大阪市立美術館／北齋219

きぬたがい 1979BOWIE/Surimono 109／177

きぬたがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-17

きぬたがい 1988Forrer/HOKUSAI-263/235

きぬたがい 1988モ−ス葛飾北齋展188/032

きぬたがい 1997千葉市美／粋人...213/111

きぬたがい 1999Calza/HOKUSAI-5.07.6/253

こがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-35

こがい 1997千葉市美／粋人...212/110

さくらがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-05

さくらがい 1988モ−ス葛飾北齋展186/118

さくらがい 1997千葉市美／粋人...211/110

さくらがい 1999Calza/HOKUSAI-5.07.3/252

さざえがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-12

さざえがい 1988Forrer/HOKUSAI-338/294

さざえがい 1988モ−ス葛飾北齋展187/118

しおがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-28

しおがい 1982Rijksmuseum/JP3-035/031

しおがい 1990秘蔵13-40

しおがい 2000太田／文化文政摺物006/053

しおがい 2005北齋展／東京国立博物館400

しおがい 2013Forrer:Surimono-241-021page	


しおがい 2013Forrer:Surimono-242

しじみがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-34

しじみがい 1982Rijksmuseum/JP3-037/032

しじみがい 1990秘蔵13-38

しじみがい 2000Rijksm/poetry...fig.24

しじみがい 2005北齋展／東京国立博物館404

しじみがい 2010FORRER/HOKUSAI-302

しろがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-14

しろがい 1988モ−ス葛飾北齋展189/033

しろがい 1991Forrer/Hokusai-096

しろがい 2010FORRER/HOKUSAI-145



しろがい？ 1988Forrer/HOKUSAI-260/234

すずめがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-20

すずめがい 1980Marais/Hokusai091/099

すずめがい 1982Rijksmuseum/JP3-030/030

すずめがい 1990秘蔵13-44

すずめがい 1997千葉市美／粋人...216/112

すずめがい 1998JUM3/4-024

すずめがい 2000太田／文化文政摺物005/053

すずめがい 2005北齋展／東京国立博物館397

すずめがい 2011JUM2-036

すずめがい 2013Forrer:Surimono-237

すずめがい 2014-15NAGATA/HOKUSAI, PGP-463

すだれがい 1970Schack/Surimono-076

すだれがい 1972欧米収蔵在外秘宝北齋R08

すだれがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-01

すだれがい 1982Rijksmuseum/JP3-022/026

すだれがい 1990秘蔵13-36

すだれがい 1997千葉市美／粋人...218/112

すだれがい 1997千葉市美／粋人...296h/144

すだれがい 1998JUM3/4-025

すだれがい 1999Calza/HOKUSAI-5.07.7/253

すだれがい 2005北齋展／東京国立博物館406

すだれがい 2011JUM2-037

すだれがい 2013Forrer:Surimono-229

すだれがい 2013Forrer:Surimono-229a

すだれがい 2014-15NAGATA/HOKUSAI, PGP-459

ちくさかい 2010FORRER/HOKUSAI-058

ちくさがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-36

ちくさがい 1980Marais/Hokusai093/099

ちぐさがい 1985KEYES/CBL-198/226

ちぐさがい 1998JUM3/4-026

ちぐさがい 2011JUM2-038

ちどりがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-19

ちどりがい 1980Marais/Hokusai089/099

ちどりがい 1982Rijksmuseum/JP3-029/029

ちどりがい 1985KEYES/CBL-195/210

ちどりがい 1985KEYES/CBL-195/223

ちどりがい 1990秘蔵13-43

ちどりがい 1997千葉市美／粋人...215/111

ちどりがい 2000Rijksm/poetry...030/057

ちどりがい 2005北齋展／東京国立博物館402



ちどりがい 2013Forrer:Surimono-236

なでしこがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-15

なでしこがい 1980Marais/Hokusai097/102

なでしこがい 2000太田／文化文政摺物007/055

なみまかしわ 1979Forrer+Keyes/SFJAC-16

なみまかしわ 1980Marais/Hokusai094/100

なみまかしわ 1982Rijksmuseum/JP3-027/028

なみまかしわ 1985KEYES/CBL-197/225

なみまかしわ 1988秘蔵11-047/175

なみまかしわ 1990秘蔵13-50

なみまかしわ 1999Calza/HOKUSAI-5.07.1/251

なみまかしわ 2000Rijksm/poetry...065/113

なみまかしわ 2005北齋展／東京国立博物館396

なみまかしわ 2013Forrer:Surimono-234

なみまかしわ 2013Forrer:Surimono-234a

なみまかしわ 2014-15NAGATA/HOKUSAI, PGP-462

にしきがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-07

にしきがい 1982Rijksmuseum/JP3-024/019

にしきがい 1990秘蔵13-48

にしきがい 1997千葉市美／粋人...214/111

にしきがい 2005北齋展／東京国立博物館394

にしきがい 2013Forrer:Surimono-231

はながい 1970Schack/Surimono-075表紙

はながい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-04

はながい 1980Marais/Hokusai088/099

はながい 1982Rijksmuseum/JP3-023/026

はながい 1990秘蔵13-46

はながい 2000太田／文化文政摺物004/051

はながい 2013Forrer:Surimono-230

はながい 2013Forrer:Surimono-230a

はまぐりがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-33

はまぐりがい 1998JUM3/4-027

はまぐりがい 2011JUM2-039

ほらがい 1963東京国立博物館3-3744

ほらがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-09

ほらがい 1980Marais/Hokusai100/103

まくらがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-18

まくらがい 1980Marais/Hokusai096/102

まくらがい 1982Rijksmuseum/JP3-028/028

まくらがい 1988Forrer/HOKUSAI-262/234

まくらがい 1990秘蔵13-41



まくらがい 1991Forrer/Hokusai-097

まくらがい 2010FORRER/HOKUSAI-146

まくらがい 2013Forrer:Surimono-235

ますおかい 2013花開く江戸の園芸144

ますおがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-06

ますおがい 1997千葉市美／粋人...210/110

ますおがい 1998JUM3/4-028

ますおがい 1999Calza/HOKUSAI-5.07.5/252

ますおがい 2000太田／文化文政摺物008/055

ますおがい 2011JUM2-040

ますおがい 2013Boston-Hokusai-127

みぞがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-32

みぞがい 1982Rijksmuseum/JP3-036/031

みぞがい 1990秘蔵13-37

みぞがい 2005北齋展／東京国立博物館403

みぞがい 2013Forrer:Surimono-244

みなせかい 1985KEYES/CBL-194/222

みなせかい 2000Rijksm/poetry...041/076

みなせがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-26

みなせがい 1980Marais/Hokusai087/098

みなせがい 1982Rijksmuseum/JP3-033/031

みなせがい 1985KEYES/CBL-194/209

みなせがい 1990秘蔵13-47

みなせがい 1997千葉市美／粋人...217/112

みなせがい 1999Calza/HOKUSAI-p073-001

みなせがい 2005北齋展／東京国立博物館399

みなせがい 2013Forrer:Surimono-240

みなせがい 2013Forrer:Surimono-240a

みなせがい 2013Forrer:Surimono-241

みやこがい 1974Forrer/SerialG-063

みやこがい 1974Forrer/SerialG-063

みやこがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-10

みやこがい 1980Marais/Hokusai101/103

みやこがい 1988Forrer/HOKUSAI-339/294

むめのはながい 1974Forrer/SerialG-064

むめのはながい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-03

むめのはながい 1980Marais/Hokusai092/099

むめのはながい 1998JUM3/4-022

むめのはながい 2011JUM2-041

むめのはながい 2014-15NAGATA/HOKUSAI, PGP-460

むらさきがい 1974Forrer/SerialG-062



むらさきがい 1979BOWIE/Surimono 110／179

むらさきがい 1979Forrer/Egoyo.&S-037/128

むらさきがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-13

むらさきがい 1980Marais/Hokusai098/103

むらさきがい 1982Rijksmuseum/JP3-026/027

むらさきがい 1988Forrer/HOKUSAI-259/232

むらさきがい 1990秘蔵13-49

むらさきがい 2005北齋展／東京国立博物館395

むらさきがい 2008Carpenter: REARDING_SURIMONO_284-167

むらさきがい 2013Forrer:Surimono-233

ものあらがい 1970Schack/Surimono-074

ものあらがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-29

ものあらがい 1984KEYES/SpencerMuseum/Surimono-114

ものあらがい 1988Forrer/HOKUSAI-337/294

ものあらがい 1999クラクフ国立博093/053

ものあらがい 2014-15NAGATA/HOKUSAI, PGP-461

わすれがい 1979Forrer+Keyes/SFJAC-02

わすれがい 1988Forrer/HOKUSAI-261/234

難読 1997千葉市美／粋人...296f/144

未確認 1998JUM3/4-066



18 説明 22 法量 29 備考

207*17.8

20.7*17.8

206ｘ179

-

194*175

秋長堂物簗（二世）が幹事役か。狂歌堂に次いで物簗（二世）の狂歌が多い。20.4*17.4

-

19.8*17.6

19.8*17.6

48.2*21.6

193ｘ175

205*18.0

20.1*17.7

20.5*18.0

20.1*17.7

203ｘ178

　さて、これは踊り笠でしょうか。陣笠でしょうか。それとも何でしょうか。分かる人は江戸通です。外題にも内題にも、賛にも、それらしい詞がありません。	
浪花　笑梅亭亀樂　氷面鏡こそそめし花の姿見に　難波の梅のかわおうつせ貝　東風のふく來るとて…打ちの口あけもよく梅笑ふ門	
東都　秋長堂物梁　津の國の浪花の春の夢占につのくもあしよしとこそミれ	
　東流館通守　梅か香を…より霞の袖にうつす春風	
四方歌垣真顔　浪花津の梅のかをり…して鼻かミ袋いそかしき哉

　さて、これは踊り笠でしょうか。陣笠でしょうか。それとも何でしょうか。分かる人は江戸通です。外題にも内題にも、賛にも、それらしい詞がありません。	
　浪花　笑梅亭亀樂　氷面鏡こそそめし花の姿見に　難波の梅のかわおうつせ貝　東風のふく來るとて…打ちの口あけもよく梅笑ふ門	
　東都　秋長堂物梁　津の國の浪花の春の夢占につのくもあしよしとこそミれ	
　東流館通守　梅か香を…より霞の袖にうつす春風	
　四方歌垣真顔　浪花津の梅のかをり…して鼻かミ袋いそかしき哉20.6ｘ17.9 ○

19.5ｘ18
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